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このシンポジウムに至るまでの歴史

岡山観測所の更新、そしてＴＡＯ計画の議論から
２０００年岡山新天文台計画シンポジウム 於ＯＡＯ

２００１年岡山新天文台計画シンポジウム 於京都大
２００２年光天連将来計画シンポジウム 於国立天文台
「大学の活性化」セッションで議論

→ 大学の基盤整備、大学天文台の必要性、
裾野拡大の必要性、国立天文台との協力のあり方

→ １０－２０年後のサイエンス
２００３年春季年会「光赤外の将来計画とサイエンス」
２００３年光赤外将来計画シンポジウム 於国立天文台
２００４年光赤外将来計画検討会報告会 於国立天文台
２００４年末、理論懇などと合同のサイエンス会合予定



１．大学天文台の進捗状況
（１）昨日まで議論していた岡山新天文台計画のレビュー

午前最初のセッション（座長：安藤）

（２）これまで報告が続いているＴＡＯ計画、名古屋大からの報告
午前後半のセッション（座長：西浦）

２．各大学（小機関を含めて）の取り組みの紹介
（１）研究環境整備、大プロジェクトへの参加
（２）教育普及、（色々な意味での）社会還元

午後最初のセッション（座長：川端）
午後真ん中のセッション（座長：縣）

３．総合討論
午後最後のセッション（座長：富田）

光天連シンポジウムに合わせたポスターも２件あります。


